
　

(2)今後の方向性

航空発祥の地にふさわしい活動を継続している団体ではあるが、航空発祥１
００年記念など大きな事業が終了していることなどから、事業内容を検討し、
補助内容等随時見直していく。

所沢航空記念公園内史跡めぐりツアーの参加者を広く募集し、前年度参加者から大幅
な増加を図った

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

航空発祥から１００年以上がたち、年々収集する資料が減少している

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

無

無
資料等の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 現行の予算の範囲内で、航空資料の収集活動等事業を行っていく拡大 縮小

商業観光課長　柳田　晃芳

終了

次年度予算

評価日 H28.8.22 評価者職氏名

理由 航空発祥の地を永く後世に伝えていくための活動していく
現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

・所沢航空記念公園内史跡めぐりツアーの開催
・所沢市民フェスティバルにてPRブースを設置

1

実 績 1 0

目標達成状況 ％ 達成率 100　　*****

　 項目名 項目説明

成果指標 資料収集数

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

所沢航空記念公園内史跡
めぐりツアー

参加人数 人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.26人 2,267

（千円） 年度 （千円）

100

200 200

（千円） 平成 28

0.00

200

（ 0.00

27 年度平成≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

2,467

一般財源

平成 26 年度

（

その他（　　　　　　　　　　） ）

69

1,586

人） （

0.16人 1,386

200

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

所沢航空資料調査収集する会会員 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

我が国航空発祥の地所沢の航空資料を調査・収集及び保存することで永く後世に伝え、国の内外に周知・宣伝するため

予算現額

27 人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

所沢は日本の航空発祥の地であり、関連する資料について後世に伝え残す資料が散逸するおそれがあったので、所沢の航空資料を調査収集す
る団体が結成され、その活動を支援することとなった。

総合計画の体系 章 産業・経済 観光活動の充実を図ります

53

→

事業の種別

観光節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

終了年度 年度

商業観光課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 観光グループ

■ □ □

年度

法定受託＋附加

事業コード
所沢航空資料調査収集する会補助金

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

100215

①事務事業名
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

部課コード 100200 ℡ 2998-9155

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

・所沢航空記念公園内史跡めぐりツアー
・航空に関する視察研修
・所沢飛行場に関わる資料集の編集
・史跡整備
・広報等による告知及び会委員個々の活動による情報収集
・航空に関する資料の収集

基本
方針

1001,5862,467

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

20

H28目標値

5 17

Ｈ 26 Ｈ 27

1

単位

品
目標値 1

将来目標

1

「実績」
縮小図る

開始年度 昭和47

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

20


